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資源管理（Human Resource Management：以下 HRMとする）は，内的ステークホールダーで
ある従業員を主要な対象として実施するものと解される傾向があった。その故に，HRMは外的



















































デルであった（Beet et al, 1984）。これは，伝統的 HRMのモデルの中で最もステークホール
ダーの影響を明確に位置づけたものであるとの指摘がある（Freedman and Miles, 2006, p. 296）。
このモデルはハーバード・ビジネススクールのMBA過程の研究者が中心となって提唱したもの
で，従業員のコミットメントの向上を含む HR成果をえるために HRMの制度的施策の選択の重
要性を提唱するものである。この背景には，QWL（Quality of Working Life）運動を通じてア
メリカ経済の再生を目指した意図がある（岩出，2002）。また，マサチューセッツ工科大学の労














































































　このモデルは，Pfeffer and O’reilly （2000）などの米国の研究者によって実証研究が進められ
た。従業員の高いコミットメントを得るために，心理的契約（psychological contract）などへ注
目が集まることになった。その過程でステークホールダーからの影響は中心課題から落とされて






Fombrun et al. （1984）が提唱したものである。このモデルを提示したミシガングループとは，



































































権利（rights）もしくは所有権（ownership）を持っている個人や集団」（Schuler and Jackson 










































































　別に Schuler and Jacksonは，Storeyとの共著論文で，戦略の形成と戦略の実行のプロセスに
おいて，HRMとの整合性を再検討し（Review），改善し（revise），焦点を当て直す（refocus）






ている（Schuler , Jackson and Storey, 2001, p. 12.）。
　また，ソフトアプローチとハードアプローチに分けた Storeyは，Schuler and Jacksonの研究
が時にはソフトアプローチであるハイコミットメントを重視する普遍的立場（universalist）に




























































HRM一元論の再考を促している（Storey, 2001, p. 15）。
　Schuler and Jackson自身が述べているように，HRMコンテキストの統合的な見方（Integra-
tive perspective）が HRMのアプローチに出てきている（Schuler and Jackson, 1995）。































（Paauwe and Boselie, 2003）。Barney およびWright らは，VRIOフレームワーク全てにわたっ

































































ンと CSRを統合することが可能となり，企業の社会的統合（Corporate Social Integration）と
図２　HRMのハーバードモデル

















　HRMの内的適合の研究は，HRMの各活動領域内と領域間（intra- and inter- HRM activity 
area fit）で進んだものの，HRMシステムの垂直適合や HRMシステム間の適合（within-HRM 
system vertical fit and between- HRM system fit）に関する研究は進んでいない（Kepes and 
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